
　

暑
さ
と
疲
れ

に
は
ク
エ
ン
酸

が
効
く
と
い
う

こ
と
で
昨
年
挑

戦
し
た
自
家
製

梅
酒
が
最
近
我

が
家
で
重
宝
し

て
い
る
。
作
り

方
は
簡
単
。
水
洗
い
、
水
に
漬

け
て
あ
く
を
抜
い
た
あ
と
よ
く

水
分
を
拭
い
た
青
梅
一
キ
ロ
と

氷
砂
糖
一
キ
ロ
を
交
互
交
互
に

果
実
酒
瓶
に
敷
き
詰
め
、
ホ
ワ

イ
ト
リ
カ
ー
一
・
八
リ
ッ
ト
ル
を

注
ぐ
の
が
基
本
の
作
り
方
だ
。

無
色
の
リ
カ
ー
が
徐
々
に
琥
珀

色
に
変
化
し
て
い
く
時
間
と
そ

れ
を
眺
め
な
が
ら
飲
み
頃
の
味

を
想
像
す
る
の
が
何
と
も
言
え

な
い
。
ち
ょ
う
ど
六
月
で
一
年

経
っ
て
開
封
の
儀
。
ス
マ
ホ
片

手
に
急
拵
え
で
作
っ
た
割
に
は

大
変
美
味
し
く
で
き
あ
が
っ
た
。

近
所
の
知
人
に
も
お
裾
分
け
し

た
が
、
評
判
は
上
々
。
週
末
に
は

妻
も
梅
酒
で
晩
酌
に
付
き
合
っ

て
く
れ
る
の
で
、
作
っ
た
甲
斐

が
あ
っ
た
と
い
う
も
の
だ
。

　

青
梅
を
見
る
と
幼
少
期
の
思

い
出
が
蘇
っ
て
く
る
。
実
家
の

半
地
下
室
は
私
に
と
っ
て
秘
密

基
地
で
あ
っ
た
。
そ
の
片
隅
に

祖
母
が
手
作
り
し
た
梅
干
し
や

梅
酒
は
ま
る
で
宝
箱
の
よ
う
に

見
え
た
。
瓶
に
セ
ロ
テ
ー
プ
で

張
り
付
い
て
い
る
の
は
新
聞
の

切
り
抜
き
で
梅
酒
や
梅
干
し
の

レ
シ
ピ
が
書
か
れ
て
い
る
。
何

年
も
前
の
も
の
だ
ろ
う
か
、
か

な
り
色
褪
せ
て
い
る
の
で
子
ど

も
な
が
ら
に
宝
の
在
処
が
書
い

て
い
る
メ
モ
の
よ
う
に
も
見
え

た
。
つ
ま
み
食
い
し
て
は
よ
く

叱
ら
れ
た
。
梅
干
し
目
当
て
に

近
所
の
友
達
が
遊
び
に
来
て
く

れ
た
の
も
い
い
思
い
出
だ
。

　

今
年
も
ま
た
梅
酒
を
作
ろ

う
。
そ
う
す
れ
ば
、
懐
か
し
い

思
い
出
が
蘇
っ
て
く
る
気
が
し

て
。�

（
Ｙ
・
Ｋ
）
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⿟ฤू椂／ʮいのちのԌʯฤूҕһ会

★組合員数
★出資総額
★一人平均出資額

生協の現況

ʢスマートフォンαイト楿༻ʣ

21,415名
641,418,000円

29,952円����年６݄��೔ࡏݱ

　₆月20日㈰、ウェディングエルティにおいて第
50回通常総代会を開催致しました。
　今総代会も昨年に引き続き、新型コロナウイル
ス感染防止のため規模を縮小し、総代定数195名
のうち実出席29名（書面議決159名）、役職員37名
の参加となりました。

ୈü÷ճୈü÷ճ
௨ৗ૯୅ձใࠂ

来
　
賓

　

今
総
代
会
は
、
規
模
を
縮
小

し
て
の
開
催
と
し
た
た
め
、
来

賓
の
ご
臨
席
は
控
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
・
祝
電

　

日
本
医
療
福
祉
生
活
協
同
組

合
連
合
会
、
福
島
県
生
活
協
同

組
合
連
合
会
、
東
京
ふ
れ
あ
い

医
療
生
活
協
同
組
合
、
ろ
っ
こ

う
医
療
生
活
協
同
組
合
、
三
多

摩
医
療
生
活
協
同
組
合
な
ど
、

全
国
の
関
連
団
体
や
医
療
生
協

よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

議
　
長

　

小
磯
義
男
総
代
（
吾
妻
西
支

部
）、
佐
藤
久
幸
総
代
（
杉
妻

支
部
）
を
議
長
に
選
出
し
、
議

事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

議
　
事

・
第
一
号
議
案
「
二
〇
二
〇
年

度
事
業
報
告
及
び
決
算
報

告
・
剰
余
金
処
分
案
並
び
に

監
査
報
告
の
件
」

・
第
二
号
議
案
「
第
八
次
五
ヵ

年
計
画
ま
と
め
の
件
」

・
第
三
号
議
案
「
第
九
次
三
ヵ

年
計
画
案
の
件
」

・
第
四
号
議
案
「
二
〇
二
一
年

度
事
業
計
画
及
び
予
算
案
の
件
」

・
第
五
号
議
案
「
役
員
報
酬
決

定
の
件
」

・
第
六
号
議
案
「
定
款
の
一
部

改
正
案
の
件
」

・
第
七
号
議
案
「
議
案
決
議
効

力
発
生
の
件
」

総
代
の
皆
さ
ん
か
ら
の

意
見
・
質
問

　

意
見
・
質
問
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

（
事
前
説
明
会
で
の
質
疑
録
は

二
、
三
面
に
掲
載
）

採
　
決

採
決
の
結
果
、

　

第
一
号
議
案
（
満
場
一
致
）

　

第
二
号
議
案
（
満
場
一
致
）

　

第
三
号
議
案
（
満
場
一
致
）

　

第
四
号
議
案
（
満
場
一
致
）

　

第
五
号
議
案
（
満
場
一
致
）

　

第
六
号
議
案
（
満
場
一
致
）

　

第
七
号
議
案
（
満
場
一
致
）

に
よ
り
、
全
議
案
承
認
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

医療福祉生協連の12コース

お申込み・お問合せは

年のおすすめコース͸ҎԼの２つࠓ
　⿠明Δいまちづくりコース
　⿠ྸߴ期のいきいき楋׆
このコースの受ߨྉ͸1,000円

ʢ差ֹ͸楋ิڠॿʣ

地域保健部　☎526－1515まで

医療福祉生協の「通信教育」

受講生募集中! !

（
二
・
三
面
に
続
き
ま
す
。）

（1）第442号 2０21年₈月発行〔私たちの理念〕いのち輝く明日のために　健康づくり　仲間づくり　まちづくり　みんなでつくる　みんなの安心



（
一
面
の
続
き
で
す
。）

第
五
十
回
通
常
総
代
会

�

議
案
説
明
会
発
言
要
旨

第
一
号
議
案

二
〇
二
〇
年
度
の
ま
と
め

●
健
康
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
勧
め

て
も
興
味
が
薄
れ
て
き
た
。
あ
る

企
業
で
は
数
百
種
類
の
具
体
的
な

項
目
を
一
覧
表
に
し
工
夫
し
て
い

る
。
提
案
方
法
等
考
え
て
欲
し
い
。

◆
参
考
に
し
た
い
。
新
設
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
課
で
始
め
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

で
も
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

●
昨
年
度
コ
ロ
ナ
関
連
で
ど
れ
位

の
補
助
金
が
あ
っ
た
の
か
。

◆
細
か
い
補
助
金
も
あ
る
が
、
大

き
な
も
の
は
県
よ
り
介
護
事
業
所

と
医
療
事
業
所
に
衛
生
材
料
費
、

感
染
対
策
と
し
て
二
千
三
百
六
十

八
万
円
。
雇
用
調
整
助
成
金
と
し

て
約
千
三
百
万
円
。
総
額
で
約
五

千
百
万
円
の
補
助
金
を
受
け
た
。

●
昨
年
方
針
も
「
格
差
社
会
」
に

つ
い
て
方
針
が
出
さ
れ
た
。
今
年

度
も
取
り
組
む
の
か
。
生
協
の
考

え
る
格
差
に
つ
い
て
「
誰
が
対

象
」
で
、
ど
の
よ
う
な
視
点
で
取

り
組
む
の
か
。

◆
健
康
格
差
は
昨
年
に
も
挙
げ
た

が
、コ
ロ
ナ
禍
で
未
着
手
だ
っ
た
。

今
年
度
は
「
健
康
格
差
の
理
解
を

深
め
る
」
と
し
た
。
格
差
は
様
々

な
課
題
が
あ
る
が
、
医
療
生
協
は

「
健
康
を
守
る
」
が
主
た
る
使
命

と
考
え
、「
健
康
格
差
」
の
視
点

か
ら
学
習
を
始
め
た
い
。
健
康
格

差
が
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
が
、

組
合
員
と
共
通
の
認
識
に
出
来
る

よ
う
学
ぶ
年
と
し
た
い
。

●
い
の
ち
の
炎
六
月
号
の
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
に
は
、
人
件
費
率
七

〇
％
と
示
さ
れ
て
い
た
。
平
均
は

ど
の
程
度
で
上
限
は
ど
れ
位
な
の

か
。
比
率
が
高
く
厳
し
い
状
況
は

分
か
る
、
そ
れ
を
い
か
に
組
合
員

と
連
携
し
て
カ
バ
ー
し
て
行
け
る

か
が
重
要
だ
と
思
う
。

◆
当
生
協
の
人
件
費
率
は
七
〇
％

を
超
え
る
高
い
状
況
が
し
ば
ら
く

続
い
て
い
る
。
収
入
の
低
さ
も
あ

る
が
、
介
護
事
業
所
は
ど
う
し
て

も
人
件
費
率
が
高
く
な
る
傾
向

だ
。
同
規
模
の
生
協
で
は
、
約
六

八
％
が
平
均
の
よ
う
で
あ
る
。

●
組
合
員
の
高
齢
化
等
で
脱
退
者

も
多
く
、
新
規
拡
大
の
鈍
化
傾
向

も
続
く
。
今
後
の
拡
大
方
針
は
ど

う
か
。
や
は
り
若
い
人
。
自
身
も

そ
う
だ
っ
た
が
、
例
え
ば
労
働
組

合
、
職
域
へ
の
健
康
相
談
な
ど
の

ア
プ
ロ
ー
チ
が
大
事
で
は
な
い

か
。
そ
の
若
い
方
々
に
加
入
を
勧

め
る
方
法
等
、
全
体
で
議
論
し
て

ほ
し
い
。

◆
組
合
員
拡
大
は
経
年
の
課
題
で

こ
れ
ま
で
も
議
論
を
し
て
き
て
い

る
。
職
域
と
の
連
携
は
今
後
も
取

り
組
み
た
い
。
ま
た
支
部
か
ら
の

意
見
を
聴
く
こ
と
も
大
事
で
、
機

会
を
作
り
た
い
。
一
方
で
若
い
方

と
の
接
点
づ
く
り
に
は
難
し
さ
も

感
じ
て
い
る
。
地
域
に
属
さ
ず
ス

マ
ホ
に
依
存
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
全
て
を
解
決
し
て
い
く
の

が
現
在
の
若
者
集
団
で
あ
る
と
思

う
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
課
の
動
き

を
伝
え
た
が
、
新
た
な
接
点
を
求

め
る
手
段
を
模
索
し
た
い
。

◆
死
去
に
よ
る
解
約
は
、
昨
年
三

百
四
十
八
名
、
一
万
千
三
百
六
十

六
口
が
解
約
と
な
っ
た
。そ
の
内
、

家
族
等
へ
の
引
継
ぎ
が
百
十
四
名

三
千
七
百
七
十
八
口
。
約
三
分
の

一
が
引
き
継
が
れ
た
。
亡
く
な
ら

れ
た
組
合
員
が
当
方
施
設
を
利
用

さ
れ
て
い
た
り
、
ま
た
生
前
の
、

生
協
と
の
良
い
関
係
が
伝
わ
っ
て

い
る
場
合
、
家
族
へ
引
き
継
が
れ

て
い
る
と
い
う
感
触
が
あ
る
。
私

た
ち
職
員
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
も
出

資
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
事
等
、

職
員
と
共
有
し
て
い
る
。

●
圧
縮
積
立
金
に
つ
い
て
。
普
通

の
積
立
金
と
ど
う
違
う
の
か

◆
例
え
ば
医
療
機
器
を
補
助
金
を

使
っ
て
購
入
し
た
際
な
ど
の
会
計

処
理
で
あ
る
。
現
在
公
認
会
計
士
に

依
頼
し
、
金
額
を
算
出
し
て
い
る
。

第
二
号
議
案

第
八
次
五
ヵ
年
計
画
の
ま
と
め

●
数
年
前
立
ち
上
げ
た
定
期
巡

回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護

事
業
所
に
期
待
し
て
い
た
。
現
在

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

◆
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
定
期
巡
回
の
経

営
は
黒
字
を
保
っ
て
い
る
。
利
用

者
か
ら
も
安
心
感
が
あ
る
と
好
評

で
、
そ
う
い
っ
た
状
況
も
踏
ま
え

中
西
ブ
ロ
ッ
ク
に
も
定
期
巡
回
・

随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
の
計

画
を
立
て
た
。

●
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
は
昨

年
度
二
十
八
名
の
成
果
と
あ
る

が
、
受
講
生
で
介
護
福
祉
士
に
合

格
し
て
い
る
者
が
い
る
の
か
。

◆
二
年
前
か
ら
の
取
り
組
み
で
あ

る
。
こ
の
研
修
修
了
後
三
年
間
実

務
を
積
み
、
介
護
福
祉
士
試
験
資

格
が
得
ら
れ
る
と
い
う
制
度
。
き

ら
り
で
は
、
年
三
回
の
研
修
を
企

画
。
昨
年
度
卒
業
の
二
十
八
名
の

多
く
は
短
大
生
で
、
卒
業
後
す
ぐ

受
験
資
格
は
得
ら
れ
ず
、
資
格
を

取
得
し
た
者
は
少
な
か
っ
た
。
し

か
し
介
護
従
事
者
を
増
や
す
上
で

重
要
で
あ
る
。
今
年
は
社
会
福
祉

協
議
会
等
と
も
連
携
し
、
申
し
込

み
が
増
え
る
事
も
想
定
し
て
い
る
。

第
三
号
議
案

第
九
次
三
ヵ
年
計
画

●
次
期
、
長
期
計
画
は
、
三
ヵ
年

計
画
の
よ
う
だ
が
、
十
年
後
の
私

た
ち
を
考
え
る
と
、
介
護
の
充
実

が
必
要
だ
。
こ
の
状
況
に
対
応
し

た
活
動
や
診
療
所
づ
く
り
、
職
員

の
配
置
を
考
え
て
欲
し
い
。

◆
十
年
後
の
医
療
生
協
の
未
来
を

描
き
つ
つ
三
ヵ
年
計
画
を
す
す
め

て
い
き
た
い
。
大
型
事
業
か
ら
小

規
模
型
へ
変
え
る
な
ど
、
実
情
に

合
わ
せ
て
変
化
を
さ
せ
た
い
。
声

を
も
ら
い
、
何
が
必
要
か
を
共
に

考
え
て
い
き
た
い
。

●
今
回
、
骨
密
度
測
定
器
を
導
入

す
る
よ
う
だ
。
診
療
所
で
は
専
門

職
の
い
な
い
事
業
所
も
あ
り
医

師
、
看
護
師
が
忙
し
く
動
い
て
お

り
、
専
門
職
の
配
置
を
検
討
願
い

た
い
。
ま
た
、
受
付
待
合
室
ス

ペ
ー
ス
も
、
今
後
増
え
る
車
い
す

利
用
者
に
対
応
し
た
ス
ペ
ー
ス
、

施
設
と
し
て
欲
し
い
。

◆
現
在
、
専
門
職
の
確
保
が
難
し

く
業
者
か
ら
の
紹
介
に
頼
っ
て
い

る
。
人
材
を
大
事
に
す
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
て
い
る
。
車
い
す
の

方
も
利
用
し
易
い
施
設
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。

●
な
ご
み
の
家
の
一
部
が
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
に
変
更
と
な

る
よ
う
だ
。
組
合
員
の
集
ま
る
場

と
し
て
活
用
し
て
い
る
な
ご
み
の

　

第
五
十
回
通
常
総
代
会
に
先
立
ち
、
五
会
場
で
議
案
説
明

会
を
実
施
し
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
の
特
殊
な
状
況
で
し
た
が
、

活
発
な
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
紙
面
の
都
合
上
要
約
し

て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

※
●
太
字
は
質
問
・
意
見
等　

◆
細
字
は
回
答
要
旨
等

　

現
在
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

「
上
松
川
診
療
所
・
老
健
に
じ
の

ま
ち
」
の
大
規
模
改
修
を
行
っ

て
い
ま
す
。
当
初
、
感
染
リ
ス

ク
や
自
粛
生
活
を
強
い
ら
れ
て

い
る
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
大
規

模
改
修
に
伴
う
増
資
は
と
て
も

お
願
い
で
き
る
こ
と
で
は
な
い

と
考
え
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
み
な
さ
ん
か
ら
声
が
あ
が

り
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
増
資
と
位

置
づ
け
た
活
動
が
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
励
ま
し
の
声
と
と
も

に
多
く
の
増
資
額
が
集
ま
り
ま

し
た
。
驚
き
と
と
も
に
、
深
く

感
銘
い
た
し
ま
し
た
。
職
員
か

ら
も
、「
組
合
員
さ
ん
に
支
え
ら

れ
て
い
る
と
実
感
す
る
」「
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
が
る
」
な
ど
、

感
謝
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
変
異
株
が
猛
威

を
振
る
う
な
か
、
二
度
目
の
夏

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
こ
の
四
月
中
旬
以
降
、

在
来
株
の
九
割
を
超
え
て
英
国

株
や
イ
ン
ド
株
に
置
き
換
わ
り

ま
し
た
。
新
た
な
局
面
を
迎
え

た
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
感
染
す
る
こ
と
の
少
な

か
っ
た
現
役
世
代
に
、
重
症
化

す
る
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て
い
ま

す
。
感
染
力
は
、
従
来
株
の
三

倍
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ウ
イ

ル
ス
の
持
ち
帰
り
に
よ
る
家
庭

内
感
染
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
不
安
が
増
加
す
る
な

か
、
頼
み
の
綱
は
ワ
ク
チ
ン
に

よ
る
抗
体
の
獲
得
で
す
。
迅
速

な
接
種
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

接
種
に
つ
い
て
は
、
予
防
接

種
法
上
、
市
町
村
が
主
体
と

な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
、

各
自
治
体
と
も
、「
ス
タ
ッ
フ

の
不
足
」
に
苦
慮
し
て
い
ま

す
。
接
種
に
は
複
数
の
ス
タ
ッ

フ
が
必
要
で
す
。
最
低
で
も
、

一
チ
ー
ム
八
人
は
必
要
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
受
理
、
温
度
管
理
、

解
凍
、
希
釈
、
注
射
器
注
入
、

問
診
、
注
射
な
ど
の
他
に
、
保

健
所
折
衝
、
受
付
、
待
機
対
応
、

キ
ャ
ン
セ
ル
対
応
、
副
反
応
対

応
な
ど
の
仕
事
が
あ
る
か
ら
で

す
。
き
ら
り
で
は
、
一
時
間
あ

た
り
二
十
四
回
の
接
種
を
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
七
月

末
ま
で
に
は
、
四
診
療
所
で
五

千
回
が
精
一
杯
で
す
。
そ
れ
で

も
、
一
回
で
も
多
く
接
種
し
た

い
と
考
え
、
日
曜
日
に
須
川
診

療
所
と
せ
の
う
え
健
康
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
接
種
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
毎
回
計
十
六
名
の
ス

タ
ッ
フ
が
必
要
で
す
が
、
全
事

業
所
に
募
っ
た
と
こ
ろ
多
く
の

職
員
が
手
を
上
げ
て
く
れ
ま
し

た
。
平
日
に
は
、
本
部
や
地
域

保
健
部
の
職
員
が
サ
ポ
ー
ト
に

入
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
オ
ー

ル
き
ら
り
の
対
応
で
す
。
通
常

業
務
の
他
に
、
検
診
、
発
熱
外

来
を
抱
え
な
が
ら
で
す
の
で
、

そ
の
使
命
感
に
う
れ
し
い
反

面
、
負
担
を
か
け
申
し
訳
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

接
種
予
約
を
め
ぐ
っ
て
は
、

各
自
治
体
に
混
乱
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
き
ら
り
に
お
い
て
も
、

予
約
セ
ン
タ
ー
に
電
話
が
つ
な

が
ら
ず
、
直
接
来
所
す
る
方
が

多
く
お
ら
れ
ま
し
た
。
職
員
は

そ
の
対
応
に
追
わ
れ
、
通
常
業

務
に
支
障
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

幸
い
な
こ
と
に
、
こ
の
事
態
に

気
付
い
た
組
合
員
さ
ん
た
ち

が
、
予
約
シ
ス
テ
ム
の
説
明
、

予
診
票
記
入
の
手
伝
い
、
予
約

の
手
伝
い
な
ど
手
を
差
し
の
べ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。そ
の
後
、

移
動
手
段
の
な
い
方
に
付
き
添

う
姿
も
拝
見
し
ま
し
た
。
あ
り

が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
免
疫
学
の
専
門

家
は
「
二
回
接
種
完
了
者
が
五

割
を
超
え
る
と
、
感
染
率
が
著

し
く
下
が
る
」
と
の
見
解
と
、

「
感
染
の
改
善
は
今
年
後
半
」

と
の
見
通
し
を
示
し
て
い
ま

す
。
半
信
半
疑
の
と
こ
ろ
は
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
通
り
、

三
密
を
避
け
な
が
ら
、
接
触
感

染
、
飛
沫
感
染
、
エ
ア
ロ
ゾ
ル

感
染
の
予
防
に
取
り
組
む
こ
と

が
大
切
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

我
々
は
、
感
染
の
改
善
が
な

さ
れ
る
ま
で
は
、
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
を
有
事
と
捉
え
た
い
と
思
い

ま
す
。「
有
事
に
は
有
事
の
対

応
」
が
必
要
で
す
。「
自
分
を

守
り
相
手
を
守
る
行
動
」
と
し

て
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
必
要
な
対
策
を
考
え
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

組
合
員
の
み
な
さ
ん
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

理
事
長
挨
拶
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（
一
面
の
続
き
で
す
。）

きらり俳句・川柳コーナーきらり俳句・川柳コーナー
〈
俳
句
〉

・
空
を
吹
き
野
を
吹
き
青
田
の
風
に
な
る

・
コ
ロ
ナ
禍
を
国
境
な
し
と
夏
つ
ば
め

�

瑞
枝

・
足
と
め
し
梔く
ち
な
し子
香
る
小
道
か
な

・
白
壁
に
ツ
タ
の
葉
の
び
て
色
の
濃
さ

�

き
ん
も
く
せ
い

家
工
房
は
、
事
業
変
更
後
も
使
用

可
能
か
。

◆
詳
細
は
こ
れ
か
ら
だ
が
、
北
ブ

ロ
ッ
ク
に
は
組
合
員
の
使
え
る
ス

ペ
ー
ス
が
少
な
く
、
な
ご
み
の
家

工
房
は
残
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
２
ユ
ニ
ッ
ト
あ
る
う
ち
、
面

積
の
広
い
方
を
新
規
事
業
所
に
す

れ
ば
ス
ペ
ー
ス
は
十
分
と
考
え
て

い
る
。

●
次
期
長
期
計
画
の
中
に
「
地
域

に
お
け
る
須
川
診
療
所
の
機
能
を

明
確
に
」
と
あ
る
。
な
ぜ
須
川
が

強
調
さ
れ
て
い
る
の
か
。

◆
須
川
診
療
所
は
多
く
の
機
能
を

持
つ
大
型
の
診
療
所
と
な
り
、
医

師
の
負
担
も
大
き
く
な
っ
た
。
経

営
状
態
は
外
来
が
昨
年
度
、
病
棟

は
し
ば
ら
く
赤
字
を
計
上
し
て
い

る
。
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
を
確
認
し
な

が
ら
診
療
所
の
形
を
模
索
す
る
こ

と
が
必
要
な
年
だ
と
考
え
て
い
る
。

◆
建
設
か
ら
既
に
三
十
三
年
。
東

日
本
大
震
災
や
今
年
二
月
の
地
震

な
ど
の
被
害
も
残
る
。
ま
た
法
改

正
に
よ
り
二
〇
二
四
年
ま
で
に
病

棟
に
は
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
置
が

義
務
と
な
り
、
約
八
千
万
円
の
費

用
が
か
か
る
。
地
震
の
影
響
が
残

る
現
施
設
に
設
置
す
る
べ
き
な
の

か
。
ま
た
新
し
い
医
師
二
名
の
着

任
に
際
し
、
働
き
易
く
、
専
門
性

を
考
慮
す
る
と
、
診
療
所
の
役
割

も
変
わ
る
べ
き
と
い
う
議
論
も
始

め
て
い
る
。
今
回
の
中
長
期
計
画

で
は
、
役
割
の
明
確
化
と
施
設
自

体
の
今
後
を
検
討
し
て
い
く
事
。

当
然
組
合
員
の
声
や
思
い
も
十
分

に
反
映
し
た
い
。
ま
た
将
来
建
替

え
と
い
う
事
も
想
定
さ
れ
、
出
資

に
つ
い
て
も
期
待
し
た
い
。
丁
寧

に
組
合
員
の
意
見
を
聞
き
、
改
善

で
き
る
こ
と
を
す
す
め
る
三
年
に

し
た
い
。

●
昨
年
組
合
員
数
は
減
っ
た
が
、

事
業
所
や
各
支
部
の
努
力
で
新
規

だ
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
期
待
し

て
い
る
情
報
に
更
新
が
遅
い
も
の

も
あ
る
。
部
門
間
連
携
等
を
改
善

し
、
常
に
新
し
い
情
報
を
発
信
し

て
欲
し
い
。

◆
部
門
間
の
連
携
を
密
に
し
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
情
報
に
つ
い
て
は
今

後
も
改
善
し
て
い
き
た
い
。

●
地
域
で
も
若
い
方
と
結
束
す
る

機
会
も
少
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
生

協
運
営
の
壁
に
も
な
っ
て
い
る
と

思
う
。
打
開
す
る
方
法
が
議
案
書

に
も
明
記
で
き
る
事
を
期
待
し
た
い
。

◆
生
協
設
立
時
の
よ
う
な
労
働
組

合
と
の
協
働
も
課
題
だ
が
、
労
組

自
体
の
活
動
も
少
な
い
。
ま
た
労

働
環
境
の
変
化
か
ら
、
職
業
病
も

専
門
的
な
知
識
が
必
要
な
心
の
病

が
増
え
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
も

難
し
く
な
り
、
労
組
と
の
新
た
な

関
係
作
り
を
模
索
し
て
い
る
。

　

機
関
紙
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
課

の
記
事
を
掲
載
し
た
。
二
次
元

コ
ー
ド
も
付
け
、
ア
ク
セ
ス
で
き

る
よ
う
に
案
内
す
る
な
ど
、
若
い

方
へ
の
取
り
組
み
を
始
め
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

◆
若
い
世
代
と
の
接
点
は
関
係
作

り
か
ら
と
考
え
て
い
る
。
地
域
で

行
わ
れ
る
活
動
に
我
々
が
入
り
込

み
、き
ら
り
を
知
っ
て
も
ら
う
等
、

以
前
と
は
違
う
や
り
方
が
必
要
で

あ
る
。

◆
も
う
一
つ
危
惧
し
て
い
る
の
が

出
資
金
の
減
少
。
現
在
の
平
均
出

資
額
は
三
万
円
弱
。
高
齢
な
方
ほ

ど
高
額
出
資
の
傾
向
で
、
高
齢
者

の
解
約
は
出
資
金
の
減
少
幅
が
大

き
い
。
一
方
新
規
加
入
の
多
く
は

数
口
。
解
約
の
口
数
に
は
遠
く
及

ば
ず
、
こ
う
い
っ
た
状
況
か
ら
、

定
期
的
な
増
資
と
解
約
者
を
減
ら

す
＝
次
世
代
へ
の
引
継
ぎ
が
大
事

と
考
え
て
い
る
。
若
い
世
代
へ
出

資
を
引
き
継
い
で
も
ら
う
た
め

に
、
ぜ
ひ
家
族
へ
き
ら
り
の
事
を

い
が
、
法
的
に
総
代
会
の
参
加
数

を
簡
素
化
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

な
い
た
め
、
口
頭
に
て
書
面
議
決

書
の
活
用
を
お
願
い
し
、
参
加
に

よ
る
感
染
防
止
に
配
慮
し
た
。

●
一
九
八
二
年
一
月
に
設
立
総
会
、

六
月
に
須
川
診
療
所
開
設
。
医
療

生
協
は
来
年
四
十
年
に
な
る
。
重

要
な
一
年
に
な
る
と
思
う
が
四
十

周
年
記
念
事
業
は
考
え
て
い
な
い

の
か
。

◆
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
は
困
難
と
考
え
て
お
り
、
検

討
し
て
い
な
い
。
記
念
誌
の
作
成

は
検
討
中
で
あ
る
。
五
十
周
年
を

大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
時
機
と
念
頭

に
置
い
て
準
備
を
し
た
い
。

●
配
付
協
力
を
き
っ
か
け
に
健
康

に
興
味
を
持
っ
た
。
き
ら
り
の
利

用
者
・
患
者
の
疾
病
に
つ
い
て
傾

向
等
の
情
報
を
機
関
紙
に
掲
載
で

き
な
い
か
。

◆
福
島
市
の
疾
病
構
造
は
行
政
よ

り
デ
ー
タ
が
出
さ
れ
て
い
る
。我
々

の
診
療
所
で
実
施
し
て
い
る
健
診

の
疾
病
毎
デ
ー
タ
は
有
り
、
随
時

お
知
ら
せ
し
た
い
。
ま
た
、
健
診

事
業
課
が
新
し
く
な
り
、
健
診

デ
ー
タ
を
蓄
積
し
分
析
し
て
い
る
。

来
年
に
は
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ

拡
大
を
し
て
い
る
こ
と
は
積
極
的

に
評
価
し
て
ほ
し
い
。
み
な
し
自

由
脱
退
が
毎
年
発
生
し
て
い
る

が
、
理
由
の
明
確
化
と
、
発
生
さ

せ
な
い
た
め
の
連
絡
等
の
改
善
も

し
て
欲
し
い
。

◆
み
な
し
自
由
脱
退
は
、
毎
年
郵

送
の
通
知
が
二
年
連
続
未
達
と

な
っ
た
場
合
、
脱
退
扱
い
と
な
る

制
度
の
事
。
通
知
が
未
達
の
場
合

一
軒
一
軒
職
員
が
電
話
連
絡
を
取

り
所
在
を
確
認
し
て
い
る
。
結
果

と
し
て
、
自
己
都
合
の
脱
退
含
め

毎
年
七
百
～
八
百
名
の
脱
退
者
が

あ
る
。
昨
年
度
は
新
規
加
入
が
伸

び
ず
三
十
八
名
減
と
な
っ
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
減
少
を
抑
え
ら
れ

た
の
は
間
違
い
な
く
組
合
員
の
努

力
と
利
用
結
集
の
お
か
げ
と
認
識

し
て
い
る
。
今
後
も
職
員
含
め
仲

間
増
や
し
に
取
り
組
み
た
い
。
合

わ
せ
て
出
資
金
の
減
少
も
危
惧
さ

れ
、
増
資
の
必
要
性
も
強
く
訴
え

て
い
き
た
い
。

●
小
さ
な
集
ま
り
づ
く
り
を
提
起

さ
れ
た
が
コ
ロ
ナ
禍
の
関
係
も
あ

り
身
動
き
が
と
れ
な
い
。
専
門
的

な
知
識
を
持
つ
職
員
が
地
域
の
活

動
に
参
加
す
る
事
が
き
ら
り
の
運

動
発
展
の
た
め
に
も
重
要
で
は
な

い
か
。
業
務
が
厳
し
い
と
は
思
う

が
配
慮
で
き
な
い
か
。

◆
地
域
活
動
、
支
部
活
動
は
で
き

る
だ
け
多
く
の
人
で
関
わ
っ
て
行

き
た
い
と
職
員
に
も
伝
え
て
い
る

が
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
医

療
、
介
護
現
場
は
た
だ
で
さ
え
忙

し
い
中
、
感
染
予
防
や
ワ
ク
チ
ン

接
種
な
ど
、
ス
ト
レ
ス
の
か
か
る

仕
事
が
山
の
よ
う
に
増
え
て
い

る
。
こ
の
状
況
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
温
か
い
言
葉
か
け
と
見
守
り

を
お
願
い
し
た
い
。

●
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
課
が
で
き
、

地
域
に
き
ら
り
の
情
報
が
発
信
さ

れ
る
の
は
有
難
い
。
し
か
し
残
念

伝
え
て
欲
し
い
。

●
コ
ロ
ナ
禍
含
め
、
先
が
見
え
な

い
状
況
で
あ
る
。
次
期
長
期
計
画

は
、
確
実
に
見
え
る
範
囲
の
三
ヵ

年
と
し
た
事
は
評
価
す
る
。

第
四
号
議
案

二
〇
二
一
年
度
計
画

●
中
西
ブ
ロ
ッ
ク
の
定
期
巡
回
・

随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
を
立

ち
上
げ
る
が
、
具
体
的
な
中
身
を

教
え
て
欲
し
い
。

◆
き
ら
り
で
は
、
中
西
と
北
ブ

ロ
ッ
ク
に
訪
問
介
護
（
ヘ
ル

パ
ー
）
事
業
所
が
二
ヵ
所
あ
る
。

訪
問
介
護
は
ケ
ア
プ
ラ
ン
で
希
望

さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
を
自
宅
に
伺
い

提
供
す
る
。
一
方
、
随
時
対
応
型

で
は
必
要
な
時
、
希
望
が
あ
れ
ば

す
ぐ
利
用
者
宅
に
伺
う
事
が
で
き

る
。
ま
た
、
料
金
体
系
も
異
な
り
、

介
護
度
に
よ
り
利
用
料
が
決
ま

り
、
ひ
と
月
に
何
度
利
用
し
て
も

定
額
と
な
る
。
さ
ら
に
看
護
師
と

の
連
携
も
で
き
る
た
め
、
訪
問
看

護
も
あ
る
当
方
の
利
用
者
に
と
っ

て
は
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
。

そ
の
他

●
議
案
書
が
議
案
説
明
会
直
前
に

届
い
た
。
事
前
に
確
認
し
た
い
の

で
、
早
目
に
届
け
て
ほ
し
い
。

◆
な
る
べ
く
早
く
お
届
け
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
。

●
総
代
会
を
コ
ロ
ナ
禍
の
今
の
時

期
に
開
催
す
る
の
は
疑
問
だ
。
制

約
は
あ
る
の
か
。
コ
ロ
ナ
が
落
ち

着
く
秋
こ
ろ
に
出
来
な
い
か
。

◆
総
代
会
は
生
協
法
に
よ
り
決
算

期
の
三
月
よ
り
一
定
の
期
間
内
に

開
催
し
、
決
定
事
項
を
登
記
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
六
月
末
ま
で
が
開

催
の
期
限
と
な
る
。
例
年
六
月
第
三

週
の
日
曜
日
に
開
催
し
て
き
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
招
集
は
心
苦
し

で
き
る
と
思
う
。
今
後
調
査
な
ど

含
め
て
検
討
し
た
い
。
放
射
能
関

係
の
デ
ー
タ
は
、
行
政
の
デ
ー
タ

を
基
に
情
報
提
供
し
た
い
。

●
身
近
な
デ
ー
タ
で
健
康
を
意
識

す
る
為
に
、
き
ら
り
受
診
者
の
疾

病
傾
向
な
ど
は
示
せ
な
い
か
。
ま

た
そ
の
デ
ー
タ
を
公
表
す
る
こ
と

は
法
的
に
可
能
な
の
か
。

◆
利
用
者
の
疾
病
デ
ー
タ
の
傾
向

を
出
す
こ
と
は
可
能
で
は
あ
る

が
、
今
そ
の
仕
組
み
が
な
く
、
出

来
な
い
。
き
ら
り
の
診
療
所
は
医

師
体
制
も
診
療
科
も
違
い
が
あ
る

た
め
傾
向
も
出
し
に
く
い
。
個
人

情
報
は
も
ち
ろ
ん
出
せ
な
い
が
、

総
体
的
な
デ
ー
タ
を
出
す
こ
と
が

法
的
に
可
能
な
の
か
は
調
べ
て
み

た
い
。

●
地
方
紙
の
随
想
欄
に
き
ら
り
の

医
師
が
健
康
因
に
つ
い
て
寄
稿
さ

れ
て
い
て
興
味
深
く
読
ん
だ
。
ま

た
、「
労
済
だ
よ
り
」
等
に
介
護

や
医
療
に
つ
い
て
き
ら
り
の
職
員

が
定
期
的
に
記
事
を
書
い
て
い

る
。
こ
う
い
っ
た
興
味
深
い
記
事

が
支
部
、
組
合
員
に
は
届
か
な

い
。
多
忙
の
中
、
原
稿
依
頼
は
し

な
い
が
、
す
で
に
書
か
れ
て
い
る

記
事
は
各
支
部
運
営
委
員
会
に
出

し
て
も
ら
え
な
い
か
。

◆
今
後
、
出
版
元
に
も
許
可
を
得

て
、
い
の
ち
の
炎
へ
掲
載
等
、
書

い
た
原
稿
が
組
合
員
に
届
く
よ
う

に
検
討
し
た
い
。

●
診
療
所
利
用
委
員
と
し
て
。
須

川
診
療
所
は
、あ
ま
り
に
も
狭
く
、

会
議
の
場
所
も
、
職
員
の
休
憩
所

も
な
い
。
加
え
て
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
の
待
機
場
所
な
ど
制
約
も
あ
り
、

厳
し
い
環
境
の
中
運
営
し
て
い
る

よ
う
だ
。
き
ら
り
の
基
幹
診
療
所

と
し
て
組
合
員
が
使
い
や
す
い
場

所
に
し
て
ほ
し
い
と
切
に
感
じ
る
。

駐
車
場
問
題
も
あ
る
。
今
回
の
提

案
で
は
課
題
の
共
有
と
、
利
用
委

員
会
と
し
て
改
善
要
求
は
勿
論
、

出
来
な
い
所
は
、
組
合
員
に
理
解

を
求
め
る
な
ど
生
協
と
の
橋
渡
し

と
し
て
も
活
動
し
て
行
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

●
現
在
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
複
雑

で
分
か
ら
な
い
。
具
体
的
に
勉
強

す
る
機
会
が
欲
し
い
。

◆
今
後
、地
域
保
健
部
と
連
携
し
、

そ
う
い
っ
た
場
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

●
上
松
川
診
療
所
・
待
合
室
の
床

が
暗
い
。
明
る
く
出
来
な
い
だ
ろ

う
か
。

◆
承
知
し
た
。
善
処
し
た
い
。

被ばく健康相談のお知らせ

೔ఔ
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ご
一
緒
に
俳
句
・
川
柳
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

作
品
募
集
中
！
ど
し
ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

〈
応
募
・
連
絡
先
〉　

福
島
市
野
田
町
一
︱
一
五
︱
一
二　

地
域
保
健
部

☎
五
二
六
︱
一
五
一
五

※今月号の「〜夢は見るもの語るもの〜」「やってみっぺ体操」「とやのんキッズニュース」は、特別編集のためお休みします。
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■頭陀寺回転輪蔵（町指定有形文化財）
　鶏足山頭陀寺は宝徳元年（1449）九州熊本の人、栽松青和尚によって開山された禅
堂で、当時は米沢市在小桑にある曹洞宗総持寺系端竜院の末寺でした。２世より12世
に渡る布教活動により北は保原、東は草野、西は立子山まで、末寺17カ寺を持ってい
ました。当時は再三の火災で昔の面影を偲ぶことは出来ませんが、開基の檀那（だん
な・寺に財物を寄進した信者）として伊達稙宗（たねむね・伊達家第14代）の名が大
きく残っています。
　延享４年（1747）建立の山門をくぐると、その左側にある土蔵造りの一棟が回転輪
蔵です。中はたたき土間になっており、格天井は明治４年（1871）の火災に遭い、消
失を免れた焼跡が目立ちます。特に天井東南方隅の部分が痛々しい。残りの部分には
美しい草花の絵が描かれています。南西、南北の
両限の壁際には阿弥陀如来及び傅大士【註】と２童
子像が安置され、土間と天井部を結び八角形の輪
蔵が建てられています。高さ4.8ｍ、径4.1ｍの総
ケヤキ造りで、たたき土間に据えられた石彫の
整った蓮台を軸に回転し、八角形八面に設けられ
た書架には一切経鉄眼版（天和元年版＝1681）、
7,334巻が収められています。この一切経は保原
町仙林寺から贈られたものです。
　【註】 �傅大士は中国の人で、回転輪蔵の考案者

です。

きらり★ウォーカー
ふくしま探検隊

ɹ౻ɹɹ֜ࡈ

ୈýĀճ

ʮ川俣町歴史探訪ᶊʯ

班 会 あ れ こ れ

６／３ せのうえ第２ さ く ら 班 認知症について
６／３ 信 夫 ぼ た ん 班 頭・指先を使いましょう
６／５ 吾 妻 東 どんぐり班 定例会
６／５ 蓬 萊 パソコン班 差し込み印刷の仕方
６／９ 瀬上第３・瀬上第４Ｂ 合同体操広場班 体操
６／９ 保 原 こ ぶ し 班 除草剤の危険性について
６／９ 信 夫 ひまわり班 ウォーキング
６／９ 信 夫 す み れ 班 年１回の検診を
６／10 森 合 カラオケ班 皆でカラオケ
６／10 せのうえ第２ Ｇ Ｇ 班 グラウンド整備
６／11 川 南 西 ふきのとう班 お口の健康
６／12 森 合 体操広場班 セラバンド体操　他
６／12 杉 妻 支部ラジオ体操班 ラジオ体操・ウォーキング
６／12 蓬 萊 パソコン２号店班 コロナワクチンについて・エクセルの使い方
６／13 杉 妻 やさいクラブ班 野菜作り
６／14 吾 妻 西 スギちゃん班 味噌汁塩分チェック
６／14 笹 谷 よりあい体操班 体操
６／16 上松川診療所 メロン・四季桜合同班 骨密度チェック・骨密度測定機器見学
６／17 三 河 台 西 ビン・バン・ボン班 フォークダンス
６／17 森 合 カラオケ班 皆でカラオケ
６／17 せのうえ第２ Ｐ Ｐ Ｋ 班 頭の体操
６／18 清 明 もぐチャン班 リンパストレッチ
６／18 吾 妻 西 うさぎとかめ班 セラバンド体操の振り返り
６／18 上松川診療所 秋 桜 班 減塩について
６／18 保 原 芳賀更正班 除草剤の危険性について
６／19 森 合 体操広場班 セラバンド体操　他
６／19 蓬 萊 パソコン班 差し込み印刷の仕方
６／21 三 河 台 東 スマイル班 お話し会
６／21 清 明 パカパカ班 認知症の早期発見について
６／22 吾 妻 東 ミモザの園班 新聞紙を使って体操
６／22 吾 妻 西 木村　公班 アロマスプレー作り
６／23 三 河 台 中 小 富 士 班 歯とお口の健康
６／24 森 合 カラオケ班 皆でカラオケ
６／25 吾 妻 東 萱 場 班 健康づくりチャレンジのおすすめ
６／25 川 北 東 支部主催班 セラバンド体操
６／25 瀬上第３・保原 ひめさゆり・やまゆり班 認知症の早期発見・体操
６／26 森 合 体操広場班 セラバンド体操　他
６／26 杉 妻 支部ラジオ体操班 ラジオ体操・ウォーキング
６／26 蓬 萊 ス マ ホ 班 スマホの使い方・肩こり予防体操
６／28 余 目 北矢野目合同班 セラバンド体操
６／28 信 夫 ぼ た ん 班 頭・指先を使いましょう
６／30 清 明 チクチク班 認知症の早期発見について
６／30 信 夫 す み れ 班 検診受けます

「
私
た
ち
は
ど
う
生
き
、死
ぬ
か
？
」

医

　師

　
　川

　添

　隆

　司

第
11
回
（
コ
ロ
ナ
番
外
編
７
）

第
11
回
（
コ
ロ
ナ
番
外
編
７
）

　

組
合
員
の
み
な
さ
ん
、
元
気

に
逞
し
く
生
き
て
い
ま
す
か
！

コ
ロ
ナ
番
外
編
は
続
き
ま
す
。

　

す
っ
た
も
ん
だ
の
末
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
は
無
観
客
で
開
催
さ

れ
る
事
に
な
り
、
東
京
に
は
四

度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
菅
首
相
の
会
見
を

聞
い
て
い
る
と
改
め
て
ど
の
よ

う
に
生
き
る
か
と
い
う
こ
と
を

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
菅
首
相

は
会
見
に
お
い
て
記
者
の
質
問

に
き
ち
ん
と
答
え
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
聞
か
れ

た
こ
と
と
は
別
の
事
を
答
え
る

「
す
り
替
え
」
や
、
ま
と
も
に
答

え
な
い
「
ご
ま
か
し
」、
さ
ら
に

は
「
無
視
」
な
ど
ひ
ど
い
も
の

で
す
。
私
は
生
き
方
の
基
本
と

し
て
大
切
な
こ
と
に
「
誠
実
で

あ
る
こ
と
」、「
謙
虚
で
あ
る
こ

と
」
が
挙
げ
ら
れ
る
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
菅
首
相
に
は
そ
の

よ
う
な
態
度
は
見
ら
れ
ず
、
会

見
を
聞
く
た
び
に
失
望
さ
せ
ら

れ
ま
す
。

　

一
方
で
、
例
え
ば
ス
ポ
ー
ツ

界
で
は
松
井
秀
喜
さ
ん
や
三
浦

知
良
さ
ん
、
そ
し
て
今
大
活
躍

の
大
谷
翔
平
さ
ん
（
若
い
の
に

素
晴
ら
し
い
）
な
ど
多
く
の
人

か
ら
「
誠
実
」、「
謙
虚
」
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

私
た
ち
は
い
ず
れ
死
に
ま

す
。
人
生
の
最
終
章
を
迎
え
、

自
身
の
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
っ

た
時
に
「
誠
実
に
生
き
て
き

た
」「
謙
虚
に
生
き
て
き
た
」

と
胸
を
張
っ
て
言
う
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
素
晴
ら
し
い
人
生

だ
っ
た
と
感
じ
る
事
が
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私

た
ち
は
聖
人
で
は
な
い
の
で
、

い
つ
い
か
な
る
時
も
誠
実
、
謙

虚
と
い
う
の
は
難
し
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
そ
う
し
よ

う
と
す
る
姿
勢
が
大
切
で
す
。

誠
実
、
謙
虚
と
い
う
と
静
か
で

陰
気
に
感
じ
る
人
も
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
決
し
て
そ

ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど

う
し
て
も
物
足
り
な
い
人
は
そ

こ
に
二
つ
の
言
葉
を
加
え
る
と

最
強
に
な
り
ま
す
。
誠
実
に
、

謙
虚
に
、
そ
し
て
力
強
く
、
逞

し
く
、
ど
う
で
す
か
？
先
に
挙

げ
た
松
井
さ
ん
、
三
浦
さ
ん
、

大
谷
さ
ん
は
ま
さ
に
こ
の
四
つ

の
言
葉
を
兼
ね
備
え
た
人
で

す
。
こ
う
い
う
人
た
ち
か
ら
は

パ
ワ
ー
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
す
ね
。
私
た
ち
凡
人
も
誠
実

に
、
謙
虚
に
、
力
強
く
、
逞
し

く
、
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【昨年度との変更点】
◆胃がん検診の対象年齢が50歳以上へ引き上げとなりました。
　胃内視鏡（カメラ）検査は、昨年度胃内視鏡（カメラ）検査を実施し「異
常なし」かつピロリ菌現感染及び既感染が「なし」の方は、２年に１回
の実施となります。（今年受けられる検査方法は胃がん健診の受診券下
部に記載されております。）

◆骨粗鬆症検診の対象年齢が、40歳以上へ引き上げになりました。
◆乳がん検診は視触診廃止となりました。
【実施期間について】
◆令和３年６月１日〜令和３年10月31日
　＊乳がん検診、子宮頸がん検診は令和３年６月１日〜令和３年12月末日まで
【各種がん検診の詳細・受診券について】
◆がん検診の詳しい内容につきましては、福島市の発行する「検診の案内」
又は「受診券」をご覧ください。

◆「受診券」のない方は、福島市に問い合わせください。（本年度　課名変更）
　福島市保健所　保健予防課　検診予防係　TEL：525-7680
　＊福島市以外の方は、各自治体の支所窓口にお問い合わせ
ください。

【事前予約が必要です】
◆市民検診の受診には、事前にご予約が必要です。
　詳しくは、各診療所窓口にお問い合わせください。
◦須川診療所…☎531－6311　◦せのうえ健康クリニック…☎554－5757
◦上松川診療所…☎558－1111　◦とやのクリニック………☎544－1122

市ホームページ➡

※新型コロナウイルスの感染には、十分に配慮して対応いたします。

忘れずに『市民検診』を受けましょう!!
～健康維持・健康増進のための第一歩～
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